
那須みふじ幼稚園
⼊園案内

学校法人  那須内海学園

みどりの森のたのしい幼稚園
知情意のバランス・素直な⼈格形成

令和8年度

園 児 募 集 要 項

1年保育・2年保育・3年保育

（定員になり次第締め切らせていただきます。）

 

 

満3歳〜満5歳（令和8年4⽉2⽇現在）

 

 

納付⾦

・保育料（無償化により公費負担）

・施設設備資⾦ 1,000円/⽉  ・バス協⼒費 5,000円/⽉

・誕⽣会費    100円/⽉

・給 ⾷ 費  主⾷費500円・副⾷3,100円/⽉

   副⾷費は世帯の所得等に応じて有料になる⽅と無料になる⽅に

 区別されます。

・冷暖房費     500円/⽉

保護者会経費…⼊園児の保護者様には必ず⼊会していただきます。

・保護者会⼊会費 1,000円（⼊会の際のみ納⼊）

・保護者会会費   900円/⽉

※給⾷は毎週⽉・⽔・⾦曜⽇に実施

※預かり保育

  平⽇午後６時まで  450円/⽇

  夏休み・春休み午前8時〜午後6時1,200円／⽇

  基本的には自⼰負担となりますが、保護者の就労状況等により

  無償化される可能性があります。

※未就園児の⺟と⼦の会・2歳児クラスもあります。詳しくは幼稚園に

   お問い合わせください。

 

 

 

本園の保育⽅針に賛同し、⼊園を希望される⽅は、⼊園願書を提出して

下さい。

※お申込みをされた⽅は、後⽇自治体の認定を受けていただきます。詳

細については市役所や町役場の担当窓⼝にお問い合わせください。

※通園バスを利用される⽅は、通園バス維持協⼒会に加⼊していただき

ます。⼊園願書と共に申込書をお出しください。

 

 

簡単な⾯接を⾏います。後⽇詳細をお知らせいたしますのでお⼦様と同

伴でおいで下さい。

本園には併設のタイヤ遊園もあります

〒325-0001 那須郡那須町大字⾼久甲6394-1

TEL: 0287-62-1350 FAX: 0287-62-1353

www.nasu-mifuji.ed.jp

募集対象

年  令

経  費

⼊園案内配布受付開始

⼊園⾯接について

9⽉1⽇(⽉) 8時より

学校法⼈那須内海学園 那須みふじ幼稚園歌

作詞: 内海暢⼦  作曲: ⼀宮道⼦

 

おはよう、おはよう ひがのぼる
みどりのもりのようちえん
なすのおやまもよくみえて

きれいなきれいな ようちえん
みふじようちえん みふじようちえん

みんな なかよく 

にこにこと
ひろいおにわで
あそぶとき
おやまのことりも
とんでくる
たのしい たのしい
ようちえん
みふじようちえん
みふじようちえん

はるのひ あきのひ みなうれしい
やさしいせんせいとわになって
ぼくもわたしもげんきです
だいすき だいすき ようちえん
みふじようちえん みふじようちえん

園

当園についての詳しい情報やアクセスなどについては
こちらのQRコードからご覧ください。

[那須みふじ幼稚園公式サイトQRコード]



異年齢の⼦どもたちが⼀緒
に過ごすことは、年⻑の⼦
が年少の⼦の⾯倒をみた
り、年少の⼦が年⻑の⼦の
真似をしたりする「家庭と
は別の兄弟姉妹の体験」を
提供するとともに、お互い
を⼼にかけ助け合う社会性
の育ちにつながります。

⽇本には本来、個⼈の繊
細な感性と豪胆な勇気を
育む精神性があります。
⽇本⽂化が尊ぶ「和」と
は、⼀⼈ひとりの自⼰が
他者と共に創造する社会
的調和と捉え、幼児期に
こそその基盤が築かれる
と考えています。

テレビや絵本よりも、まず
素話や⼿遊び、ライゲン(輪
になっての遊び)に触れた
り、また園内でのお誕⽣
会、クリスマス劇、昔話の
劇を⼦どもたちが演じるこ
とで、自分の内⾯からイメー
ジをつくりだす⼒(想像⼒)を
育て、将来の柔軟な創造性
の基盤をつくります。

安定した1⽇の流れ、曜
⽇ごとの活動、季節の祭
り、植物や作物の種まき
と収穫などを通して、健
康の基盤である「自然の
リズムと調和した⼼⾝の
リズム」が育ちます。

⼦どもたちは⾛り回った
り、⾶び跳ねたり、よじ
登ったりしながら、運動
能⼒を発達させていきま
す。サッカーをはじめ、
園庭での外遊びも、⼦ど
もが自分から、楽しさを
もって動くことができる
ように考えています。

幼い⼦どもは、⾒たり、聞い
たり、触ったり、匂いを嗅い
だり、味わったりすること
で、⼀⼈ひとりの感性を形成
していきます。そのため、プ

ラスチックや機械の感触や⾳
声ではなく、自然素材の多様
な感触、⽣きた⼈間の語りか
けや歌声など、⼦どもたちの
環境の中の感覚刺激の質と豊
かさを大切にしています。

幼児は「模倣」を通して学
びます。保育者（大⼈）自
⾝が、ふだんの⽣活の中で
「お⼿本」であることが、
私たちの保育の基本です。
特に、大⼈の「⼿仕事」や
⾔葉遣いによって、⼦ども
たちに模倣の機会を提供し
ていきます。

感覚への豊かな刺激

縦割り保育と社会性

⼿本と模倣

自発的な運動

創造性の源としての想像⼒

リズム

個を育てる伝統⽂化


